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実習の事前・事後指導に関する研究（Ⅵ）
Ⅰ．はじめに
これまで、筆者らは、「実習の事前・事後指導に関
する研究」（Ⅰ）１）～（Ⅴ）５）の中で、保育実習及び教育
実習における実習の事前・事後指導及び学生の事前・
事後学習について、主として学生に対するアンケート
調査結果をもとに、実習指導上の問題点や課題を探り、
授業内容の検討や実習指導の充実を図ってきた。
「実習の事前・事後指導に関する研究（Ⅲ）」では、
２年次学生が、保育所実習における責任実習の計画及
び実践において、最も困ったと感じた内容は「予想外
の状況に対する臨機応変な対応」であった。
一方、教育実習においては、「実習の事前・事後指
導に関する研究（Ⅳ）」４）では、２年次学生は、他の実
習と比べて、教育実習に対する不安意識が強く、中で
も最も不安に思っている内容は、「責任実習」が全体の
８割、「日案の作成」が７割という結果を得た。
このように２年次学生に対する保育所実習に関する
アンケート調査の結果では、責任実習で不安や困難に
感じる内容として、「保育案の作成」を挙げた学生が２
割と多くないのに対し、教育実習においては7割の学
生が不安を感じていた。
教育実習Ⅱにおいては、部分実習の他、最低２回以
上の責任実習を行うことにしている。なお、学生の大
部分は本学の附属幼稚園で教育実習Ⅰ・Ⅱを実施して
いる。
３週間の教育実習Ⅱでは、３、４名の学生が一クラ
スに配当されて実習を行うため、時には、実習開始
早々、責任実習を行わなければならない場合もある。
責任実習における「保育指導案作成」では、担当教諭
との打ち合わせや指導案の添削など、きめ細かい指導
が行われている。しかし、「対象児の理解」や「教材
研究」などの準備時間不足が、「責任実習に対する不
安」や「困難」を抱かせる要因となっているように思
われる。
また、実践面においては「責任実習は登園から始ま
り、中心となる活動・昼食・降園まで、終日子ども達
の先生として保育を行う」ため、このことも、学生の
「責任実習に対する不安や困難を感じる要因」となっ
ているものと推察される。
責任実習は、学生にとって教育実習全体を通して、
大きな課題の一つである。これを行うための様々な取
り組みが学生の学びや成長を促し、実習を終えてから
の達成感や自信に繋がっていくものと考えられる。そ
のためにも責任実習の計画、実践に対する事前・事後
指導や学生自身の事前・事後学習を充実させ、責任実
習を有効なものにしていく必要がある。
本研究では、教育実習における責任実習の指導案作
成や、実践にあたり学生が不安や困難に感じている具
体的な内容を明らかにすることにより、問題点や課題
を探り、更に今後の「授業及び実習の事前・事後指導
－教育実習Ⅱの責任実習における保育計画及び実践の問題と課題－
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〔 要 約 〕
本研究（Ⅵ）では、本研究（Ⅲ）３）の結果から今後の課題として指摘した、教育実習の責任実習にお
ける指導案作成及び実践について、困難に感じている内容を探るため、平成18年度・平成19年度の２年
次に対しアンケート調査を行った。
結果は以下の通りである。
１．２年次学生の教育実習における責任実習の指導案作成で困難に思った項目は多い順に「活動の流
れ・展開」が約６割、「テーマ・活動内容の決定」が約５割であった。
２．２年次学生の教育実習における責任実習の実践する上で困難に思った項目は多い順に「個々の幼児
に対する対応と集団の把握」で約５割、「導入の方法」が約５割であった。
３．実習の事前・事後での学生自身の変化について、もっとも多く見られたものは、「自信・成長・達
成感」で平成18年度は33件（38％）、平成19年度は40件（42％）となっている。
（2008年10月１日受理）
斉藤 葉子 大木 みどり82
362－ －
における有効な取り組」について考察していく。
また、実習を通して学生は「自分の中にどのような
成長や変化を実感として得ているのか」、「実習の意味
についてどのようにとらえているのか」についても、
アンケート記述内容から考察していく。
Ⅱ．目的・方法
本研究の目的は以下の問題を明らかにすることであ
る。
１．教育実習Ⅱの責任実習において、「保育計画を作
成する上での困難に感じる内容は何か」、その実態
を探る。
２．教育実習Ⅱの責任実習において、「保育を実践す
る上での困難に感じる内容はどのようなことがある
のか」、その実態を探る。
３．教育実習Ⅱの責任実習において、保育計画作成・
実践の実態から、「実習指導や授業における指導内
容や指導の在り方」について探る。
４．実習を通して学生は自分自身、「自信・成長・達
成感」、「意識の変化」等について、どのように捉え
ているのか、学生の記述内容から考察していく。
以上の目的のために、以下のアンケート調査を行っ
た。
茨対象者－本学平成18年度２年次学生（幼児教育コー
ス）120名（在籍数）、回答数107名（回収率
89.2％）
本学平成19年度２年次学生（幼児教育コー
ス）115名（在籍数）、回答数108名（回収率
93.9％）
芋期 日－2007（平成18年）２月２日＜平成18年度２
年次幼児教育コース学生＞
－2008（平成19年）１月31日＜平成19年度2年
次幼児教育コース学生＞
鰯手続き－アンケート用紙（別紙参照）を授業時間に
配布し、回収。記名方式
Ⅲ．結果と考察
１．責任実習の指導案作成上の困難に思った項目につ
いて
茨責任実習の指導計画上困難に思った項目
図Ａは、責任実習の指導案を作成する上で学生が困
難に感じた項目について、平成18年・平成19年を比較
したものである。表１は、指導案作成上困難に思った
各項目について選択した学生の割合を示したものであ
る。図Ａ－１、図Ａ－２は平成18年度、19年度の各項
目の割合を表したものである。
図Ａ、表１より、平成18年（回答者数：107名)・19
年（回答者数：108名）のうち、学生が責任実習の指導
案を作成する上で困難に感じた項目の１位・２位は平
成18年・19年共同じ順位となっており、１位が「活動
の流れ・展開の方法」で、平成18年度は65件（60.7％）、
19年度は61件（56.5％）、２位が「テーマ・内容の決
定」で、18年 度 は53件（49.5％）、19年 度 は58件
（53.7％）である。
表１：指導案作成上困難に思った各項目の回答数
（ ）内は％
平成19年度平成18年度指導案作成上困難に思った内容
58(53.7)53(49.5)ａテーマ・活動内容の決定
41(38.0)43(40.2)ｂ保育教材の選択・準備
51(47.2)42(39.3)ｃ対象児の理解と実態把握
61(56.5)65(60.7)ｄ活動の流れ・保育展開の方法
19(17.6)18(16.8)ｅ環境構成
38(35.2)42(39.3)ｆ保育活動の実践計画立案
3(2.8)9(8.4)ｇその他
図Ａ：指導案作成上困難に思った項目
図Ａ-1：指導案作成上困難に思った項目（平成18年度）
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３位は平成18年度が「保育教材の選択・準備」で43
件（40.2％）、４位が「対象児の理解と実態の把握」・
「保育活動の実践的計画立案」で、それぞれ42件
（39.3％）となっている。一方、平成19年度の３位は
「対象児の理解と実態の把握」で51件（47.2％）、４位
「保育教材の選択・準備」で41件（38.0％）、５位が
「保育活動の実践的計画立案」で38件（35.2％）となっ
ており、平成18年度とは順位が多少入れ替わっている。
「環境構成」は平成18年・19年とも最も少なく18件
（16.8％）・19件（17.6％）である。「その他」はそれ
ぞれ９件（8.4％）、（2.8％）である。
図Ａ－１、図Ａ－２より、平成18年度、19年度の第
１位「活動の流れ・展開の方法」、第２位「テーマ・
内容の決定」は、それぞれ、およそ２割の学生が困難
に感じた項目として挙げている。それに対し「環境構
成」については共に７％と、困難に感じた項目として
は１割弱の学生しか挙げていない。
①責任実習の指導計画作成上困難に思った項目の具体
的な内容
図Ａ－ａ～図Ａ－ｆは責任実習の指導案作成上困難
に思った各項目の具体的な内容について、平成18年・
平成19年を比較したものである。
図Ａ、表１より、責任実習の指導計画作成の際、
「テーマ・内容の決定」については、平成18年度は53
件（49.5％）、19年度は58件（53.7％）で約５割の学生
が困難と感じている。
図Ａ－ａ、図Ａ－ａ①、図Ａ－ａ②より、具体的な
内容についてみると、平成18年・19年とも「年齢・発
達・興味に合った活動内容の決定」で34件（63％）、31
件（54％）となっている。
学生の回答記述には「年齢、発達に合った活動内容
や季節に合った活動内容を考えるのが難しかった」、
「どのようなものが幼児に合っているのか、楽しんで
もらえるのか考えるのが難しかった」などが平成18・
19年度とも、多くみられた。
テーマや活動内容の決定の際は、対象児の年齢や発
達段階、園内外の経験・興味や季節・園の状況・幼児
の実態把握、その他の要因も考慮して考えていくこと
が前提になっている。３週間の実習期間中に、園での
幼児の遊びの様子などから、これらを的確に把握する
ことに困難さを感じたものと推察される。
学生は事前準備として、幾つかのテーマや内容につ
いて考えてはいるものの、実際場面では、幼児の姿と
のずれや実践できない園側の状況などによって、実習図Ａ-ａ：テーマ・活動内容の決定
図Ａ-2：指導案作成上困難に思った項目（平成19年度） 図Ａ-ａ①：テーマ・活動内容の決定（平成18年度）
図Ａ－ａ②：テーマ・活動内容の決定（平成19年度）
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中に再度決定しなければならず、負担感は大きいもの
と思われる。
次に多い「何をしていいのかわからない」について
は、平成18年度は10件（19％）であるが、19年度は22
件（38％）と多くなっている。回答記述も平成18年度
は「テーマを何にしていいのか分からない」など、漠
然とした状況が見られる。平成19年度の回答記述では
「幼児の姿を知ってからテーマや活動内容の狙いも出
て来るので、子どもの姿がわからないため考えにく
い」など、実際に関わる前に「テーマ・内容の決定」
する難しさを挙げていた。
②保育教材選択・準備で困難に思った内容
図Ａ、表１より、「保育教材の選択・準備」につい
ては、平成18年度が43件（40.2％）、19年度が41件
（38.0％）と約４割が困難を感じている。
図Ａ－ｂ、図Ａ－ｂ①・図Ａ－ｂ②より、具体的な
内容についてみると平成18年度・19年度とも、最も困
難に思った内容は「教材の準備が困難」で12件（29％）・
14件（34％）であった。回答記述を見ると「全員分の
準備に苦戦した」「指導案の完成が２、３日前で遅かっ
た。準備する量が多く大変だった」などが多くあげら
れていた。特に付属幼稚園においては、実習生が１ク
ラスに３、４人配属されていることが多く、日程的に
実習開始から時間を置かず責任実習が始まる学生もお
り、教材の準備に時間が十分取れない現状がうかがえ
る。
次に多かったのは平成18年度は「教材の使い方への
配慮」で10件（23％）である。回答記述を見ると、「幼
児に合った丁度いい大きさなど細かいところまで配慮
して準備をすること」「どのような物を使ったら幼児
が活動しやすいか」などがあげられていた。幼児に
合った使いやすい素材や、大きさなどを選択・準備を
困難に思っている様子がうかがえる。
平成19年度は、「幼児の興味を引く教材の選択」で13
件（32％）となっている。回答記述では、「どんな教材
だと喜んでもらえるのか考えるのが難しかった」「興
味が持てるような教材を選ぶのが難しい」などがあげ
られている。
19年度の回答記述では、「クラスの雰囲気、何に興味
をもっているのか、しっかり観察していないと何をし
たらいいのか分からなくなくなる」など、現場で実際
に子どもを観察する前に保育教材を選択・準備する難
しさをあげている。
次は「幼児の能力の把握」で平成18年度が７件
（16％）、19年度が６件（15％）となっている。回答記
述を見ると「どこまでできるのか把握しないと決定で
きない」「能力に合った教材を選ぶのが難しかった」
などがあげられている。
また、「準備の段階・程度」では「どの程度まで作っ
て準備しておけばいいのかが難しい」など、制作の過
程での幼児の合わせての準備の難しさを感じている学
生も見られた。
以上のように、「教材の選択・準備」においても、
実際の幼児の姿が十分に把握しきれていないことが、
図Ａ-ｂ：保育教材の選択・準備
図Ａ-ｂ①：保育教材の選択・準備（平成18年度）
図Ａ-ｂ②：保育教材の選択・準備（平成19年度）
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教材の選択・準備を困難にしているものと推察される。
これらの困難さを改善するには、事前の教材研究が大
切であり、大学における日頃からの各自の教材研究と
深くかかわっているものと考えられる。
音楽Ⅳでは、学生自身の考案した保育教材による模
擬保育の実践・発表をはじめ、図工、体育、指導法の
研究、子どもの生活と文化など多くの授業の中で、
様々な教材研究がおこなわれている。これらを参考に
しながら、各自の得意分野や、実習の幼児の年齢や、
自主的に研究をすすめ、実習で生かすことが出来るよ
うに、更に実践指導計画の検討をする必要がある。し
かし、学生自身、実際の実習の時期になるまで事前学
習に対する意識を高められていないのが実情である。
この状況を改善するためには、「実習の重要性」や「実
習のねらい」を各自が認識し、自発的に事前学習に取
り組む姿勢を育てていく必要がある。
図Ａ、表１より、「対象児の理解と実態の把握」に
ついては、平成18年度は42件（39.3％）、平成19年度は
51件（47.2％）となっている。
③対象児の理解と把握で困難に思った具体的な内容
図Ａ－ｃ、図Ａ－ｃ①・図Ａ－ｃ②より、具体的な
内容についてみると、最も多かったのは、「幼児の能力
の把握」で平成18年度は11件（27％）、平成19年度は21
件（41％）である。次に多いのは、平成18年度は「時
間的に把握は困難」９件（21％）、「個人差・性格・個
性の把握」８件（19％）、となっている。平成19年度は
「個人差・性格・個性の把握」が17件（33％）、「時間
的に把握は困難」６件（12％）となっている。
回答記述では、「年齢に合った活動やどの程度の活
動や道具が使えるのか分からなかった」、「３週間での
把握は困難であった・観察する時間が必要」「一人ひ
とりの性格を理解すること、個人差を把握することが
難しかった」などがあげられている。
指導案作成する上で、幼児の心身の発達の理解、対
象児の発達、経験、興味などの状況の把握は必要不可
欠なことである。実習性にとっては、時間的に限られ
た実習の中で十分に把握して計画することは困難なこ
とが予想されるが、自由遊びの時間などを始め、１日
の子ども達の生活をと観察し、かつ積極的にかかわる
なかで把握していくことも重要なことと考える。
ここでも、体験的に幼児の姿、実態が把握できてい
ないことによる困難さを感じていることがうかがえる。
より的確に幼児の実態を把握して活動を計画するため
には、実習期間の中でどのような関わりや指導が幼児
の理解と実態の把握に結びつくのか、体験的観察能力
を育てることが必要である。
④活動の流れ・保育展開の方法で困難に思った具体的
な内容
図Ａ、表１より、「活動の流れ・展開の方法」の項
目については、平成18年度は65件（60.7％）、19年度は
61件（56.5％）と最も多く、約６割の学生が困難に思っ
たと回答している。
図Ａ－ｄ、図Ａ－ｄ①・図Ａ－ｄ②より具体的な内図Ａ-ｃ①：対象児の理解と実態の把握（平成18年度）
図Ａ-ｃ②：対象児の理解と実態の把握（平成19年度）
図Ａ-ｃ：対象児の理解と実態の把握
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容をみると、平成18年度・19年度とも最も多いのは
「最後まで飽きずに楽しくできる展開の方法」で15件
（23％）、20件（33％）となっている。次に多いのは平
成18年度は「導入の方法」で13件（20％）、「予想外の
行動に対する対処法」・「他の活動への展開方法」それ
ぞれ８件（12％）であるが、平成19年度は「予想外の
行動に対する対処法」12件（20％）、「他の活動への展
開方法」11件（18％）となっている。
回答記述をみると、「幼児が最後まで飽きずに活動
するにはどのように展開していけばいいのか分からな
かった」・「楽しめるかを考えるまで時間がかかった」、
「楽しく流れを自然にする導入・幼児の興味を引き付
ける導入を考えるのが難しい」、「幼児たちがどれだけ
できるか分からず、時間配分、活動の展開を考えるの
が難しかった」などがあげられている。
最も困難に思っている「活動の流れ・展開」につい
ては、実際の保育展開場面を見たり、経験したりする
機会が少ないことによって、活動環境の展開のイメー
ジが出来ない、予想が出来ないことが困難に思う理由
と推察される。
⑤環境構成で困難に思った具体的な内容
図Ａ、表１より「環境構成」については、平成18年・
19年とも項目中最も少なく平成18年度は18件（16.8％）、
平成19年度は19件（17.6％）であった。
図Ａ-ｅ：環境構成
図Ａ-ｅ①：環境構成（平成18年度）
図Ａ-ｄ：活動の流れ・保育の展開方法
図Ａ-ｄ②：活動の流れ・保育の展開方法（平成19年度）
図Ａ-ｄ①：活動の流れ・保育の展開方法（平成18年度）
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図Ａ－ｅ、図Ａ－ｅ①・図Ａ－ｅ②より、具体的な
内容としては、「楽しく活動しやすくさせる環境構成」
を挙げた者が平成18年度は８件（44％）、19年度は10件
（52％）となっている。回答記述をみると、「物の置き
方や机の配置など、子ども達の活動しやすい環境を整
えることが難しかった」、「どれくらいの広さでやれば
いいのか困った」や「どのようにしたら注目させるこ
とができるか難しかった」などがあげられている。子
ども達が興味を持ち、自然に活動に入り、活動が展開
しやすい環境構成について、活動の内容や流れ、幼児
の予想される行動などと関連させながら、具体的にイ
メージすることができない状況がうかがえる。全体と
して回答数が少なかったのは、学生が、環境構成が子
ども達の興味や活動を進める上で、「どのような役割
を果たしているのか」についての意味・重要性につい
ての理解や配慮が十分でなかったためとも推察される。
そのことは、学生が子どもと触れ合う体験が少なく
なってきていることや、保育現場における「子どもの
遊びの空間認識」を体験する機会が少ないことも影響
していると思われる。
⑥保育活動の実践計画立案で困難に思った具体的な内
容
図Ａ、表１より「保育活動の実践的計画立案」につ
いては、平成18年度が42件（39.3％）、平成19年度が38
件（35.2％）で約４割弱の学生が困難な項目として挙
げている。
図Ａ－ｆ、図Ａ－ｆ①・図Ａ－ｆ②より具体的な内
容を見てみると、平成18年度は「幼児の活動の予想」
が13件（31％）「書き方がわからない」が12件（29％）
「指導上の配慮や留意点」が11件（26％）とほぼ同じ
である。平成19年度は「幼児の活動の予想」が13件
（35％）と多かった。
回答記述をみると、「子どもの活動の予測や年齢に
合った活動、素材を考えるのが大変だった」「指導案の
書き方が理解できず、分かり易い指導案が書けなかっ
た」、「援助と留意点を細かく書くのが大変だった」や
「日案に書く内容と腹案に書く内容が混じってしまっ
た」などが見られた。具体的に指導計画、日案を書く
際に、日案の様式に沿って「幼児の姿」「活動の展開」
「環境構成」「指導上の配慮や留意点」を分けて、適
切に分かりやすく書くことに困難を感じていることが
うかがえる。
ただ、この項目については、平成19年度は16％と平
図Ａ-ｅ②：環境構成（平成19年度）
図Ａ-ｆ：保育活動の実践計画立案
図Ａ-ｆ①：保育活動の実践計画立案（平成18年度）
図Ａ-ｆ②：保育活動の実践計画立案（平成19年度）
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成18年の29％から、13％減少している。回答記述より、
現場での指導や授業での指導が「困難の改善」に結び
ついたと思われる。
本学では、「日案作成についての指導」については、
「教育実習指導」、「保育実習指導」及び各教科におい
て、演習や模擬保育時に指導案の作成と指導を行って
いる。
具体的には、教育実習Ⅱでの実習生の「研究保育」
を撮影したビデオと指導案を使って、計画と実際につ
いての比較、検討することや各附属４幼稚園の教務主
任による、実践的な活動とそれを観察しての指導計画
の作成指導を行っている。
また実習前には、各自実習配属クラスの幼児を対象
にして、活動内容を考えて指導計画の作成、添削など
を行っている。実際場面では幼児の姿を適切にとらえ
ることや活動をどのように組み立てていけばいいのか、
これらに沿った細かな配慮や留意点について考えるこ
とが困難だったり、様式に合った内容の把握ができて
いなかったり、保育を行うための様々な観点を把握で
きなかったりと困難に感じる要因は多いものと考えら
れる。
その他として、「なぜその活動をするのか、考えるこ
との難しさ、大切さが改めて分かった」、「園によって、
先生によって、いろいろな考え方があったので大変
だった」、「指導案、日誌の書き方をもっとしてほしい」
などの記述がみられた。
２．責任実習の実践における困難に思った項目につい
て
茨責任実習の実践において困難に思った項目
図Ｂは、責任実習の実践において困難に思った項目
について、平成18年・平成19年を比較したものである。
表２は、責任実習の実践上困難に思った各項目につい
て、選択した学生の割合を示したものである。
図Ｂ－１、図Ｂ－２は平成18年度、19年度の各項目
の割合を表したものである。
図Ｂ、表２より、学生が責任実習の実践する上で困
難に感じた項目の１位・２位は平成18年・19年共同じ
順位となっており、１位が「実践時の個々の幼児に対
する対応と集団の把握」で、平成18年度は59件
（55.1％）、19年度は72件（60.7％）、２位が「活動の
導入方法」で、18年度は57件（53.3％）、19年度は56件
（51.9％）である。それぞれ５割から６割の学生が実
表２：責任実習の実践上困難に思った各項目の回答数
（ ）内は％
平成19年度平成18年度責任実習の実践上困難に思った各項目
56(51.9％)57(53.3％)ａ導入方法
25(23.1％)20(18.7％)ｂ実践時の保育教材の準備
41(38.0％)52(48.6％)ｃ実践時の展開方法
54(50.0％)31(29.0％)ｄ実践時における幼児の把握
72(60.7％)59(55.1％)ｅ個々の幼児に対する対応と集団の把握
3(2.8％)3(2.8％)ｆその他
図Ｂ：責任実習の実践上困難に思った内容
図Ｂ－1：責任実習の実践上困難に思った内容
（平成18年度）
図Ｂ－2：責任実習の実践上困難に思った内容
（平成19年度）
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践時における困難な項目としてあげている。
一方、平成18年度３位の「実践時の展開の方法」52
件（48.6％）は、平成19年度は４位で41件（38.0％）
となっており、平成18年度４位の「実践時における幼
児の把握」31件（29.0％）は、19年度は３位で54件
（50.0％）となり、３位、４位の順位・割合は逆転し
ている。平成18年度は約５割の学生が「実践時の展開
の方法」を困難と感じているのに対し、平成19年度は、
５割の学生が「実践時における幼児の把握」を困難と
感じている。
５位は平成18年・19年共同じ順位となっており、
「実践時の保育教材の準備」で20件（18.7％）、25件
（21.3％）となっている。
「実践時の個々の幼児に対する対応と集団の把握」と
「実践時における幼児の把握」を合わせてみてみる
と、平成18年度は41％、平成19年度は51％と半数近く
を占めており、幼児の行動、活動の把握の難しさ、幼
児とのかかわりに対する戸惑いなどが感じられる。
事前には学習では体験できない、現場での対応の難し
さを感じていると思われる。
①責任実習の実践における導入の方法で困難に思った
項目の具体的な内容
図Ｂ－ａ～Ｂ－ｅは、責任実習の実践における学生
が困難に思っている各項目についての具体的な内容を
平成18年・19年を比較したものである。図Ｂ－ａ①、
図Ｂ－ａ②から図Ｂ－ｅ①、図Ｂ－ｅ②は、平成18年
度、19年度の回答数の割合を表したものである。
図Ｂ、表２より「保育教材の準備」については、平
成18年度は20件（18.7％）、平成19年度は25件（23.1％）
となっている。
図Ｂ－ｂ、図Ｂ－ｂ①、図Ｂ－ｂ②より、困難に感
じた具体的な内容をみると、平成18年度は「事前準備
の不十分さによるもの」「活動しながら教材を準備しな
ければならないことのよるもの」が各６件（30％）で
ある。平成19年度は「事前準備の不十分」が10件
（40％）、「素材の適切さ」が７件（28％）となってい
る。
保育教材については、音楽Ⅳ（器楽）の授業におけ
る課題として、各自が考案した保育教材を用いた実践
発表・模擬保育を実施している。さらに保育所実習な
どの事前学習として、学生は様々なものを準備してお
り、保育教材の準備については、学生の意識も高いも
のと思われる。
筆者らの本研究「実習の事前事後に関する研究（Ⅱ）
－模擬保育・教材研究の実習における効果－２）」にお
いては、次のような結果を得ている。
「音楽Ⅳ」・「環境」・「小児栄養実習」・「表現Ⅰ・
Ⅱ」・「指導法の研究」等において、紙芝居・手遊び・
マラカス作り・エプロンシアター・折り紙・小麦粘土
等の教材研究が事前学習として行われている。
このように本学において、授業の中で実践的な事前
指導を行っている結果、学生の事前学習や準備が行わ
れているものと思われる。
しかし、実践場面では、実習期間中十分な教材研究の図Ｂ-ａ：「活動の導入」の困難な内容
図Ｂ-ａ①：「活動の導入」の困難な内容（平成18年度）
図Ｂ-ａ②：「活動の導入」の困難な内容（平成19年度）
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時間をとることができず、活動や幼児の実態に合った
保育教材を必要な分だけ準備することができなかった
ことや、それらを活かしながら活動をスムーズに進め
ることに難しさを感じたものと思われる。
回答記述を見てみると「先に準備しておかないと子
ども達の集中力が切れてしまう」、「スムーズに教材が
出せない、活動しながら次に使う教材を準備すること
が難しい」などがあげられており、活動する上での教
材の使い方が困難と感じているようである。
②実践時の保育教材の準備で困難に思った内容
③実践時の展開方法で困難に思った内容
図Ｂ、表２より、「展開の方法」については、平成18
年は52件（48.6％）、平成19年度は41件（38.0％）となっ
ており、年度間に差がみられる。
図Ｂ－ｃ、図Ｂ－ｃ①，図Ｂ－ｃ②より、困難に感
じた具体的な内容をみると、平成18年度は「活動の順
序」14件（27％）、「予想外の展開」13件（25％）であ
図Ｂ-ｂ：「保育教材の準備」の困難な内容
図Ｂ-ｃ②：「展開の方法」の困難な内容
図Ｂ-ｃ：「展開の方法」の困難な内容
図Ｂ-ｃ①：「展開の方法」の困難な内容
図Ｂ-ｂ②：「保育教材の準備」の困難な内容
（平成19年度）
図Ｂ-ｂ①：「保育教材の準備」の困難な内容
（平成18年度）
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る。平成19年度は「予想外の展開」が11件（26％）で、
「活動の順序」は４件（10％）と少ない。「幼児の反応
を見ながらの展開」・「興味を持たせる言掛け」につい
ては平成18年度９件（17％）、19年度８件（20％）、と
ほぼ同数である。
回答記述を見ると、「活動の順序」では「どんな順
序で展開すればいいのか、また自然な流れや、タイミ
ングが難しかった」「日案通りにはいかないところが
難しかった」「活動と活動の間の展開が難しかった」
などがあげられている。「予想外の展開」には「走り
回る、飽きてしまったなど予想外の展開になってしま
い対処に困った」、「幼児の反応を見ながらの展開」に
は「個人差があり展開していくのが難しかった」「次々
と反応が返ってきて対応しきれず大変だった」、また
「時間配分、時間の把握、時間が余ったとき、時間が
過ぎてしまった時の対応が難しかった」「子どもに興
味を持たせ、やりたいと思わせる声掛けが難しかっ
た」などがあげられている。活動の順序については、
平成18年度と19年度では、17％も減少しているが、他
はほぼ同じ内容の回答がよせられている。
実践場面では、子ども達の活動も計画通りに、順序
良く進めることは困難なことが予想される。計画通り
に活動を進めることを意識し過ぎたり、子ども達の反
応が自分の予想と違っていた時など、その後どの様に
活動を進めていけばいいのか、想像がつかず、混乱す
ることも多い。活動の展開の方向を幅広く予想し、準
備することも必要なことと考えられる。
④実践時の幼児の把握で困難に思った内容
図Ｂ、表２より、「幼児の把握」については、平成18
年度が31件（29％）、19年度は54件（50％）となってお
り、年度間に大きな差がみられる
図Ｂ－ｄ、図Ｂ－ｄ①、図Ｂ－ｄ②より、困難に感
じた具体的な内容をみると、平成18年度は「全体のな
かでの個々の幼児の把握」が21件（69％）と最も多かっ
た。平成19年度は「個々の幼児の活動の様子」が17件
（31％）、「全体のなかでの個々の幼児の把握」が15件
（28％）となっている。
回答記述を見ると「一人一人に目を向けると全体が
見えなくなってしまい、全体を見ると一人一人が見え
なくなって反省した」「一人一人がどの様な活動をし
ているのか見ることができなかった」「まとめの時や話
なじめる時など、子供たちを静かに集中させるのは難
しかった」などがあげられている。活動を進めること
に気を取られたり、子ども達を集中させることがうま
くいかず、全体の活動状況の把握や個々の子どもの活
動への気配りがバランスよく行うことが難しく感じて
いる様子がうかがえる。
図Ｂ-ｄ：「幼児の把握」の困難な内容
図Ｂ-ｄ①：「幼児の把握」の困難な内容（平成18年度）
図Ｂ-ｄ②：「幼児の把握」の困難な内容（平成19年度）
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⑤実践時の個々の幼児に対する対応と集団の把握で困
難に思った内容
図Ｂ、表２より、「個々の幼児に対する対応と集団の
把握」については、平成18年度は59件（55．1％）、１９
年度は72件（60.7％）が困難と回答している。
図Ｂ－ｅ、図Ｂ－ｅ①、図Ｂ－ｅ②より、困難に感
じた具体的な内容についてみると、平成18年度・平成
19年度とも「全体を把握しながらの個々へ対応」が最
も多く40件（68％）、37件（50％）となっている。平成
19年度は「問題が起こった時の対応」が15件（21％）、
「個人差・個性の把握」が12件（17％）、とやや多い。
回答記述を見ると、「一人一人違い、かつ集団の活動
ということで、まとめるのが難しく、全体に目が届か
なくなる」「個人差に対応するのが難しい」「一人一人
の個性、性格を把握していなかったので難しかった
（問題の発生時に臨機応変に対応できない）」などが
あげられている。３週間という実習期間では、個々の
幼児の個性や性格まで十分に把握することは難しいも
のと考えられる。また、回数も少ない責任実習におい
ては、事前の指導計画を十分に把握した上でも、実習
生自身の緊張や活動の進め方、子ども把握など難しい
ことが多く、全体的な活動の把握や余裕を持って個々
の幼児の行動を予測したり、臨機応変に対応すること
が難しい様子がうかがえる。
実際の幼児との関わりの体験の積み重ねが、これら
の問題を解決する上で必要なことと考えられるが、大
学の授業においても、演習科目における模擬保育のよ
うに、実際の保育場面を想定した授業内容の充実も解
決策の一つと考えられる。
また、保育、幼児教育は統合的な、かつ総合的な活
動である。実習においても学生はそのことを体験的に
学ぶことになる。それには普段の学生自身の学びの積
み重ねが基礎になっていく。そして、物事を多様な視
点で見ることが大切になる。
また、具体的なプロセスを体験させることだけでな
く、自らがこれらの視点を持ち、保育を創造していく
能力を育てるための指導も重要なことと考える。
３．実習後の学生自身の変化について
図Ｃは２年間に経験した全ての実習を終えて、学生
はこれらの実習の中で、どのようなことを経験し、感
じ考えたのか、自分の中にどのような変化・成長を見
つけ出したのか、どのように変化・成長していこうと
しているのかについて、学生の自由記述の中からいく
つかの項目に分けて表したものである。なお、図Ｃの
実習後の学生自身の変化についての記述アンケートの
回答数は、88（82.２％）である。
図Ｃ－１、図Ｃ－２は、平成18年度、19年度の各項
目の回答の割合を表したものである。
図Ｂ－ｅ：「個々の幼児に対する対応と集団の把握」
困難な内容
図Ｂ-ｅ②：「個々の幼児に対する対応と集団の把握」
困難な内容（平成19年度）
図Ｂ-ｅ①：「個々の幼児に対する対応と集団の把握」
困難な内容（平成18年度）
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図Ｃ、図Ｃ－１・図Ｃ－２より、実習を通して学生
自身が最も強く感じている内容は、平成18年・平成19
年とも最も多いものは「自信・成長・達成感」で平成
18年度は33名（38％）、平成19年度は40件（42％）となっ
ている。次に多いものは平成１８年度「専門職としての
自覚」で15件（17％）、「物事に対する見方・考え方の
深まり」13件（15％）、「対象児・者に対する理解の深
まり」10件（11％）とっている。
平成19年度は「対象児・者に対する理解の深まり」
が２番目に多く15件（16％）、「専門職としての自覚」
が12件（13％）となっている。
回答記述を見ると、「実習をしたことで、すごく自分
に自信を持ち、毎日学ぶことができたように思う。」
「３週間という長い実習で、1日任される責任実習も
あったので何かと不安で自信がなかったが、その実習
をやり遂げたことで、前より子どもの前に立つ自信が
ついたような気がした」「実習前は子ども達の気持ちを
理解して、うまく子ども達の中に入っていけるか不安
でしたが、実習後はすごく達成感というものを感じ
た」「教育実習Ⅱでは、体調もよく、充実した毎日だっ
た。自ら進んで積極的にできたし、反省を活かし成長
できたと思う」などがあげられている。
また、「専門職としての自覚」では、「保育士・幼稚
園教諭以上にやりがいのある仕事はないと感じた。仕
事をするということの大変さと責任を学んだ」「実習
を重ねるごとに保育士の楽しさを実感した。また自分
の至らないところを再確認しこれから気をつけていき
たい」「教師としての行動というものは、一つ一つ責
任があると思う。言葉使いや服装なども改めてきちん
とする気持ちが持てた。責任がとても大きいと感じ
た」などがあげられている。
「物事に対する見方・考え方の深まり」では、「理
由を突き詰めて考えるようになった」「人間同士の関
わりが好きになった。そして自分自身も。人の関わ
りって温かいなーと感じた」
「頭の中では理解してできそうに思っていたが、実
際にやってみるとできない事が多くて、実践から何を
学ばなければならないかが分かった」などがあげられ
ている。
「対象児・者に対する理解の深まり」では、「障害
者に対して偏見があったことに気づき、実習を行って
からは180度変わりました。もっと思いやりの気持ち
を持って優しく接し、その人の自立を支援できるよう
に援助したいと思った」「子ども達に何でもやってあげ
るのではなく、子どもの様子を見守ったり我慢をさせ
たりして、待ってあげ、子どもが自分のできることは
自分でさせることの大切さを学んだ」などがあげられ
ている。
「具体的な活動・内容に対する変化」では、「日誌、
日案に書き方を厳しく詳しく指導していただいて最後
の最後で最もそこが成長できたと思う」「導入の仕方が
たくさんあり、どうすれば子どもを引き付けられるか
を知ることができた」などがあげられている。
「自身の生活・態度の見直し」では、「先生として
図Ｃ：実習後の学生自身の変化
図Ｃ-１：実習後の学生自身の変化（平成18年度）
図Ｃ-２：実習後の学生自身の変化（平成19年度）
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だけでなく、社会人としての自覚も学ぶことができ
た」「幼児の前に立つときばかりでなく、普段の生活を
きちんと規律を持って生活することが大切であり、そ
うしなければならないと思った」
実習は大学における様々な授業を実際の場面で確
認・統合していく活動でも、さらに自己の課題を見つ
け取り組んでいく活動でもあると考えられる。学生は
種別の異なる多くの実習を通して幼児教育者・福祉従
事者として、また人間としても多くを学び成長してい
る様子がうかがえる。
Ⅳ．まとめ
本研究の結果を以下にまとめる。
１．学生が責任実習の指導案を作成する上で困難に感
じた項目は平成18年・19年とも１位が「活動の流れ・
展開の方法」で、２位が「テーマ・内容の決定」であ
る。
３位は平成18年度が「保育教材の選択・準備」で、
４位が「対象児の理解と実態の把握」・「保育活動の実
践的計画立案」となっている。一方、平成19年度の３
位は「対象児の理解と実態の把握」で、４位「保育教
材の選択・準備」、５位が「保育活動の実践的計画立案」
となっており、平成18年度とは順位が多少入れ替わっ
ている。「環境構成」は平成18年・19年とも最も少ない。
困難に思った具体的内容から、指導案作成する上で、
幼児の心身の発達の理解、対象児の発達、経験、興味
などの状況や実習園を含むその他様々な状況の把握が
十分に行われていないことが推察される。実習生に
とっては、時間的に限られた実習の中で十分に把握し
て計画することは困難なことが予想されるが、自由遊
びの時間などを始め、１日の子ども達の生活をと観察
し、かつ積極的にかかわるなかで把握していくことも
重要なことと考える。実習期間の中でどのような関わ
りや指導が幼児の理解と実態の把握に結びつくのか、
体験的観察能力を育てることが必要である。
２．学生が責任実習の実践する上で困難に感じた項目
は平成18年・19年とも同じ順位となっており、１位が
「実践時の個々の幼児に対する対応と集団の把握」で、
２位が「活動の導入方法」である。それぞれ５割から
６割の学生が実践時における困難な項目としてあげて
いる。３位、４位については、平成18年・19年の順位
が逆転しており、「実践時の展開の方法」は平成18年度
が３位で、平成19年度は４位である。「実践時におけ
る幼児の把握」は平成18年度4位で、平成19年度の３位
となっている。平成18年度は約５割の学生が「実践時
の展開の方法」を困難と感じており、平成19年度は、
５割の学生が「実践時における幼児の把握」を困難と
感じている。
５位は平成18年・19年共同じ順位となっており、
「実践時の保育教材の準備」である。
実践時に困難に思った具体的内容から、興味・意欲・
楽しさを引きだすため導入、幼児の行動の予測、臨機
応変な対応、活動の把握の難しさ、個々の幼児の関わ
りと集団の把握など 事前の学習ではなかなか体験で
きない部分があり、現場での対応の難しさを感じてい
ると思われる。実践面においては、積極的な関わりの
中からの学びが重要である。
３．責任実習の指導案作成及び実践においても、学生
が困難に思う要因の一つは、実体験の不足による幼児
の適切な理解と把握の不十分さによるものと推察され
る。また、実習の意味やねらいについて、学生自身の
理解や意識、意欲が十分でないことも、事前学習が十
分に行われないことへとつながり、困難に思う要因と
もなっていると考えられる。
今後、実際の幼児との関わり、様々な体験の積み重
ねや、大学の授業においても、演習科目での模擬保育
のように、実際の保育場面を想定した授業内容の充実
も解決策の一つと考えられる。
保育、幼児教育は統合的な、かつ総合的な活動であ
り、実習において学生はそのことを体験的に学ぶ。そ
れには普段の学生自身の学びの積み重ねを基礎とし、
物事を多様な視点で見ることが大切になると考えられ
るので、具体的なプロセスを体験させることだけでな
く、自らがこれらの視点を持ち、保育を創造していく
能力を育てるための指導も重要なことと考える。この
ような多くの困難な課題を抱えたまま実習に取り組ん
でいる学生に対し、指導者にとっては、早い時期に、
学生の実習に対する事前学習への積極的な取り組み、
内的動機付けを引き出していくことが、重要な課題と
思われる。
４．実習を通して学生自身が最も強く感じている内容
は、平成18年・平成19年とも最も多いものは「自信・
成長・達成感」で、次に平成18年度の多いものは、「専
門職としての自覚」・「物事に対する見方・考え方の深
まり」・「対象児・者に対する理解の深まり」である。
平成19年度は「対象児・者に対する理解の深まり」が
２番目に多く、「専門職としての自覚」・「具体的な活
動・内容に対する変化」となっている。
実習は大学における様々な授業を実際の場面で確
認・統合していく活動でも、さらに自己の課題を見つ
け取り組んでいく活動でもあると考えられる。学生は
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種別の異なる多くの実習を通して幼児教育者・福祉従
事者として、また人間としても多くを学び成長してい
る様子がうかがえる。
実習は、学生・養成機関・実習先との連携と共同の
もとに行われるものである。今後の課題としては、実
習受け入れ先である幼稚園側の指導者の視点から実習
の実態を調査し、実習指導上の問題について探ってい
く必要を感じる。
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SUMMARY
YokoSAITO,
MidoriOOKI:
Thepurposeofthisstudyistograsptheproblemandsubjecton“Maintraining”.
Especialythepurposeofthisstudyistograsptheproblemon“PlanningProgram”and“Practicefornursing”.
Weconductedaquestionnaireonoursophomorestudentsafternurserypracticalexercise.
Theresultsofresearchesarebelow.
1)60%studentsfeeluneasyaboutafternurserypracticalexercisein“PlanningProgram”.
50%studentsfeeluneasyabout“Choiceofprogramonnurserypracticalexercise”.
2)50%studentsfeeluneasyabout“Supportsappropriateforachildandchildren”.
3)40%studentsgainconfidenceinthemselves,andachievementoftheirobject.
(UyogakuenColege）
AStudyonPreandPost-GuidanceforPracticalExercise(Ⅵ)
－TheProblemandSubjectinnurserypracticalexercise－
